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平成29年7月17日（月）　　　　　司会：慶長　孝太　　記録：馬場　勇治

	鳥谷部
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	橋本
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	菅原
	小嶋
	慶長
	服部
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	業務
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	業務
	〇
	業務
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	會津
	工藤
	藤田
	馬場
	佐々木
	石橋
	柴崎
	佐藤
	江口
	西村
	

	○
	業務
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	〇
	年休
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・7/18（火）16:00～防災点検がある。

・7/19（水）八戸短期大学の実習生が5名来る。
・第3回院内研修について

日時：7/19(水)17：30～18：30　7/25(火) 17：30～18：30

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

内容：「精神保健・障害者総合支援法（行動制限）」講師：生駒ＰＳＷ

出欠を各自で入力すること。メモを持参すること。

・7/20（木）春の健康診断集団指導があり勤務調整をしている為、各自確認すること。
・7/21（金）東北厚生局の適時調査がある。記録等のチェックをしっかりと行うこと。

・7/26（水）17：15～看護グループ研修、対象者:看護:介護:新人初級.中級
場所：2階会議室　内容:処遇制限について　講師:上野Ｎs
・7/27（木）・7/28（金）医療機能評価がある。7/28（金）青陽館を視察に来る可能性があるため、質問に対して答えられるよう、各自、理解不十分な事は管理者へ確認すること。

・青陽館の納涼会について

8/11（金）を予定しており、企画書作成中。内容はうちわ作り、風鈴作り、屋台形式のゲーム、流しそうめん、涼を感じるデザートの会食を検討している。現在企画書提出している。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様～7/10（月）訪問看護の後に、体調不良がありリスパダールを服用したとのこと。7/12（水）に定期訪問を実施すると、7/11（火）デイケアに参加したこと報告している。外出の際に気になる特定の異性の人と目が合ったが、無視され落ち込んだと話している。また、青陽館にてモニタリングが行われたが、いい気持ちがしなかったとのこと。睡眠状況については、気になることがあり、眠れないことがあると話している。7/15（土）オンコールがあり、合いたくない人に会って嫌な気分になったことや、頓服薬を7/13（木）7/14（金）に服用したことを報告している。

・福井　彩　様～特定デイケア利用者（駒木洋士様）に650円貸したと報告があり、その後当日の内に、返してもらったと話している。眠れないことがあり、睡眠剤を服用しているとのこと。

・駒木　洋士様～手の震えがあり、整形外科を受診していると話している。調理教室実施日に来所しているが、手の震えが収まるまでは調理に参加することはない。特定デイケア利用者（佐羽内裕亮様）とその母様を自宅に招いている。その際、佐羽内様に熱帯魚を勧めるが、母様より断られている。気分高揚が窺えるが、トラブルやアクシデントになることはなかったとのこと

・我満奈津紀様～アパートの契約について、許可がおり、8/1（火）に転居予定とのこと。

・北村　奈美様～オンコールがあり、デイケアのスタッフが厳しいとの訴えが聞かれている。厳しい理由として、北村様自身の為であることを伝えている。7/15（土）母様に嫌われたとの訴えがある。弟様にそのことを相談すると、母様の弟様が入院となっており、心に余裕がなかったのではないかと言われたと話している。当日は5回程オンコールがある。7/16（日）オンコールがあり、眠れない為、子守唄を歌ってほしいと話しており、そういったサービスは行っていないこと、緊急性がない場合はオンコールの回数を控えるよう説明している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・繁名　和恵様～グループホーム内で使用しているスリッパの側面が、ハサミのようなもので切られていた件に対し、あおぞら同居者に確認すると、前日繁名様が、特定同居者（冨田紀子様）に怒られているところを見たと話している。また、別の特定同居者（船場幸子様）より、冨田様が船場様の部屋の前にティッシュを捨てていたとの情報提供がある。その後、冨田様自身に状況を尋ねると、スリッパの件に対して、自分も切られたと話しており、確認すると繁名様同様ハサミのようなもので切られている。船場様の部屋の前をティッシュで汚されていることについても、自身の部屋の前も同じような被害があると話している。また犯人について「犯人は分かっているんですけどね」と答えているとのこと。切られたスリッパに関して、今後新しい物を買った際に同じようなことがあると嫌である為」そのまま使用すると話している。昨日過去の朝食前薬が6包見つかっており次回受診時に薬局に返すよう伝えている。就寝前薬が1包足りないとのことで、7/19（水）に受診できないか確認していくこととしている。

・冨田　紀子　様～明日郵便局に行く為、デイケアを欠席することを報告している。デイケアには、予め伝えてあるのかを尋ねると、明日朝に連絡すると話している。前回受診の際に、7/20（木）に血液検査、8月中にはレントゲンを施行予定となっている。

・古舘　ヨリ様～7/19（水）八戸赤十字病院受診予定となっている。

＜利用者様情報＞

デイケア
・赤松　翔太様～定時に来所しておらず、所在と出欠確認の為、自宅に電話連絡するが出ず、母様の携帯に連絡すると本人が出ている。本日の出欠について「畑の仕事があるので休みます」と話しており、7/12（水）から知り合いの畑仕事を頼まれて手伝っているとのこと。最近、暑い日が続いている為、水分補給しつつ暑さ対策をしながら過ごすよう促している。次回来所を確認するが「ちょっと分かりませんね」と話している為、利用日には出欠の電話がほしいことを伝えると「はい」と話している。

デイナイトケア
・倉橋　生子様～来所時よりやや多弁さ、他者への干渉が窺える。来所時の体温37.1℃となっているが、不調の訴え無く他者とババ抜きを行っている。特定デイナイトケア利用者（稲垣ふき様）に対し「そうやるからダメなんだよ」「（手持ちのトランプを）見るな」「笑うな」と干渉的、攻撃的な言動がある。11：00、再検36.6℃、12：45、37.3℃で経過している。不調の訴えはないが、引き続き体調に変化ないか確認していくこととしている。
ナイトケア

・関　秀治　様～特定デイケア利用者（駒木洋士様）から電話があった件について確認している。本人より「また電話がありました」と話している為、状況確認すると21:30頃に再度電話があり7/15（土）遊んだ帰りに家に来ないか誘われ、断ったとのこと。距離を置いていることを評価し、当日は振り回されて疲れてしまわないよう断ることも大切であることを伝えている。以後仕事で疲れていると話しており、テレビを見てゆっくりと過ごしている。
＜外来情報＞

・斉藤　良宏様～「頭が悪くなったので、どこも出たくない。」と言っていたと娘様が話している。本人はニヤニヤしている。心臓の検査は異常なく治療を様子するものではないとのこと。

・田中　一　様～次回受診7/31の後はお盆の為、4週間分の処方となる。今後、ハロマンスの禁注は月1回（4週毎）施行予定。水曜日に去年行ったパテント・レクチャーへ行ってみると話している。

・千葉　輝夫様～先週、介護保険の更新認定の為調査を行なっている。現在は要介護1だが、合致しないとのこと。眠気が窺え、ドネペジルを中止している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　我満　望　様　）

実施日：H29年7月17日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：會津

参加者：會津、石橋、慶長、馬場、藤田、斎藤、佐藤、柴崎

検討内容目標・計画の見直し

	氏名
	我満　望　様
	性別
	女
	年齢
	18
	生年月日
	H10.7.13

	主病名
	アスペルガー症候群
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	生活リズムの安定。

	本人希望
	生活訓練施設に通い、自立した生活を送りたい。

	家族希望
	高校卒業後に生活訓練施設に通って自立してほしい。

	入院歴
	なし

	通所歴
	1回目

※今回：H28.9.5～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	ドアーズ（発達障害相談支援所）

	· 住居：アパート
	家族構成






	利用制度
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	規則正しい生活リズムを獲得し、社会生活を送れるようになる。
	①平日・休日の生活リズムを安定する。
	①決められた曜日、時間に来所をする。来所時・帰宅時に挨拶を行う。
	①決められた曜日、時間に来所が出来た場合は、評価を行い行動の強化を図る。帰宅時、次回来所日の確認を行う。来所時・帰宅時には自発的に挨拶を実施できるよう働きかける。

	
	②体調管理を行う。決まった時間に起床する。
	②日付が変わる前に就寝する。起床時間を定め、アラームを設定し起床時間に起きる努力を行う。
	②就寝時間・起床時間の確認を行う。時間を守って行動出来た際は、評価を行い行動の強化を図る。行動出来なかった際は原因について振り返り、スタッフとともに対処方法を考える。

	
	③日中の活動量を増やし、体力をつける。
	③運動プログラム開始時には参加を促す。買い物やデイケアへの来所等で体を動かす機会を増やす。
	③運動プログラム参加のメリットを伝える。買い物等、自分で興味を持ち出掛けることが出来るようちらしの確認を行いご家族に協力して頂き一緒に出掛ける機会を作る。


	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①決められた曜日、時間に来所をする。来所時・帰宅時に挨拶を行う。
	・出席率は4月0％、5月7％であり、欠席理由として多いものは話をする人がいないため行きたくないということが多く、また、母様が欠席する日もほとんど欠席している。

・来所時の挨拶は積極的に出来ていない様子。スタッフからの挨拶には返答している。

（達成度30％）
	障害の特性として興味のある活動には積極的になることから、作業を介しながらデイケアを利用するメリットを見出し、行動の強化につなげていく。母様から生活状況や今後について等を確認し、促していただくところはお願いして関わっていく。目標を一部変更する。

	②日付が変わる前に就寝する。起床時間を定め、アラームを設定し起床時間に起きる努力を行う。
	・生活リズムは不規則で、7時に起床出来ていないことが多い。日中9時・10時に眠気が強くなり、再度眠ってしまうことがあるとのこと。

・夜は19時か20時に薬を飲むと部屋に行き、金曜日の夜はゲームを行っており、就寝時間は基本的に夜中1時をまわるとのこと。
・アラーム設定は実施しているが、起床しても再度寝てしまっているとのこと。

（達成度20％）
	生活リズムを安定させるという面で目標①と同じである為、目標①に組み込むこととする。

	③運動プログラム開始時には参加を促す。買い物やデイケアへの来所等で体を動かす機会を増やす。
	・通所開始時はエアロビの参加を目的にしていたが、運動プログラムへ参加していない。
・自宅では、買い物や高校の後輩と一緒に外出したり、食事を3食作ったり、部屋の片付けをしているとのこと。今後は家事を行い、デイケア来所しエアロビに取り組むことで体力向上を図っていきたいと本人・母様から希望あり。

（達成度30％）
	来所時に面談を実施し、就労に向けて体力も必要である等とメリットを説明し、運動する機会を増やすよう助言していく。目標を継続とする。



	その他


	・6/5より就労継続支援B型「アイデンド八戸」にて体験利用実施している。アイデンドの体験利用の内容としては、チラシ折りやろうそく作成を行い、本人にとって興味のあるものであったとのこと。しかし、他者に苦情や言いがかりを付けられたとのことで、6/5・6/7のみで利用を辞めている。他の施設利用についても拒否的である。しばらくは家事をして体力をつけて、内職など探していくとのこと。
	体験利用時に対人面でトラブルがあったことから、対人交流技能の向上を図り、ストレス対処法を身に付ける必要があることから目標変更する。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	規則正しい生活リズムを獲得し、社会生活を送れるようになる。
	①生活リズムを安定する。
	①決められた曜日、時間に来所する。起床・就寝時間を定めて対処法を検討する。
	①決められた曜日時間に来所ができた場合や、就寝時間・起床時間を守ることが出来た場合は評価を行い行動の強化を図る。また、興味のある作業を介しながらデイケアを利用するメリットを見出し、行動の強化につなげる為、面談を行う。

	
	②対人交流技能の向上を図り、ストレス対処法を身に付ける。
	②来所時・帰宅時に挨拶を行う。困ったことがある際には相談する。
	②来所時・帰宅時には自発的に挨拶を実施できるよう働きかける。困ったことはある際には自発的にスタッフに相談する。スタッフは思いを汲み取り、対処法について本人と一緒に検討する。

	
	③日中の活動量を増やし、体力をつける。
	③運動プログラム開始時には参加を促す。買い物やデイケアへの来所等で体を動かす機会を増やす。
	③運動プログラム参加のメリットを伝える。買い物等、自分で興味を持ち出掛けることが出来るようちらしの確認を行いご家族に協力して頂き一緒に出掛ける機会を作る。


